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1. はじめに 

複数の風車群から構成される大規模洋上ウィンドファ

ームでは，上流側に位置する風車ウエイクに起因して，

下流側に位置する風車の発電量低下や風車内外の故

障などが生じる可能性が懸念される(図1，図2を参照)．

よって，上流側に位置する風車が形成する風車ウエイク

の挙動を正しく理解し，予測することが不可欠である． 

本研究会では，特に洋上風力分野における風車ウエ

イク評価手法に着目し，1) 海外の動向調査，2) 国内の

情報共有/情報発信を実施した(活動期間：2021.4～

2023.3)．本報ではその最終報告を行う． 

 

2. 実施体制および活動内容など 

図3に実施体制などを示す．株式会社風力エネルギ

ー研究所に事務局(副主査)をお願いし，総勢30名以上

の方々に参加頂いた．図4には，主な活動内容を示す．

以降，話題提供内容のサマリーを掲載する．オンライン

会議が中心であったが，毎回活発な議論が行われた． 

 

 
図1 風車ウエイク内の気流構造（内田作成） 

 

 

 
図2 風車ウエイクの相互干渉現象(内田作成) 

 

  
図3 実施体制                            図4 活動内容 
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3. おわりに 

IEA task 44のウィンドファームの流れ場制御(Wind 

Farm Flow Control)では，風力発電所の制御アルゴリズ

ムと性能向上への貢献を目的とし，風車ウェイクステアリ

ング手法等が活発に議論されている(図5，図6を参照)．

日本からも著者が代表者となり，数名の委員登録の下，

task 44に参加している．今後，国内の洋上風力発電分

野においてもtask 44で議論されている最新の研究成果

が重要になってくる． 

そのため，IEA task 44の日本チームと連携を図りつ

つ，最新の風車ウェイク研究とウィンドファームの流れ場

制御について調査を行い，国内の関係者間にて情報交

換を行うため，「ウィンドファームの流れ場制御研究会，

主査：内田孝紀，事務局(副主査)：株式会社風力エネ

ルギー研究所，活動期間：2023.4～2025.3」を新たに立

ち上げ，現在活動を行っている．「ウィンドファームの流

れ場制御研究会」への参加は随時受け付けており，興

味のある方は内田(takanori@riam.kyuhsu-u.ac.jp)まで

連絡を頂きたい． 

 

 

図6 風車ウェイクステアリング手法の概念図 
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図5 IEA task 44のウィンドファームの流れ場制御(Wind Farm Flow Control) 


